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✿
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
相
談
を
✿ 

日
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共
産
党

無
料
法
律
相
談 

毎
月
第
２
日
曜 

午
後
４
時
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国のマイナンバー制度導入により 

個人情報保護条例改正 制度には問題あり 
   

 
９月議会報告 

９月８～25日 
 佐

伯
民
報 

Ｈ
27
年
10
月
５
日
、「
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
）
」

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
市
の
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。 

日
本
共
産
党
市
議
団
植

木
京
子
議
員
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
問
題
点
を
指

摘
し
て
、
条
例
改
正
に
反
対

し
ま
し
た
。
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

10
月
11
日
告
示
18
日
投
票
で
、

市
長
選
挙
に
あ
わ
せ
て
市
議
会
議

員
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。 

く
ら
し
に
直
結
し
た
大
事
な
選
挙

で
す
。
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。 

マイナンバー制度とは？ 
 

大
畑
美
紀
前
市
議 

市議補欠選挙 

条例改正 

国
会
質
問
で
明
ら
か
に
な
っ
た

４
つ
の
リ
ス
ク 

①
情
報
漏
え
い
を
１
０
０
％

防
ぐ
シ
ス
テ
ム
は
不
可
能
。 

②
意
図
的
に
情
報
を
盗
み
売

る
人
が
い
る
。 

③
一
度
漏
れ
た
情
報
は
流

通
・
売
買
さ
れ
取
り
返
し
が

つ
か
な
く
な
る
。 

④
情
報
は
蓄
積
さ
れ
れ
ば

さ
れ
る
ほ
ど
価
値
が
高
ま

り
、
攻
撃
さ
れ
や
す
く
な
る
。 

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
（
共
通
番

号
制
度
）
と
は
、
住
民
登
録
を
し
て

い
る
国
民
一
人
ひ
と
り
に
12
桁
の

特
定
の
番
号
＝
「
個
人
番
号
」
を
つ

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や
事
業
所
な

ど
に
散
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
国
民

の
個
人
情
報
を
個
人
番
号
に
よ
っ

て
結
び
つ
け
、
管
理
・
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
会
社
な
ど

は
源
泉
徴
収
な
ど
の
書
類
に
個
人

番
号
を
記
載
し
て
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
管
理
さ
れ
る
個
人
情

報
は
、
社
会
保
障
、
税
、
被
災
者
支

援
の
三
分
野
の
98
行
政
事
務
で
す
。 

◆
住
基
ネ
ッ
ト
と
の
違
い
は
？ 

①
住
民
票
コ
ー
ド
は
民
間
で
利
用

さ
れ
な
い
。
②
シ
ス
テ
ム
で
住
民
票
コ

ー
ド
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
個
人

情
報
は
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

住
所
の
四
情
報
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

番
号
制
度
の
方
は
、
民
間
で
も
ひ
ろ
く

番
号
が
使
用
さ
れ
、
量
的
に
も
質
的
に

も
く
ら
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。
危
険

性
が
飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
す
。 

◆
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
？ 

10
月
か
ら
、
住
民
票
が
す
べ
て
の
人

に
個
人
番
号
を
通
知
す
る
「
通
知
カ
ー

ド
」
の
発
送
が
開
始
さ
れ
ま
す
。 

28
年
１
月
か
ら
、
国
民
に
は
確
定
申

告
書
類
や
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
届

な
ど
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
希
望
者

に
は
、
顔
写
真
と
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
入
っ

た
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
も
交
付
さ
れ

ま
す
。
番
号
流
出
で
悪
用
さ
れ
な
い
よ

う
、
記
載
番
号
を
紛
失
し
た
り
盗
ま
れ

た
り
し
な
い
よ
う
保
管
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
政
府
は
「
各
種
行
政
手
続

き
等
の
手
間
が
省
け
て
便
利
に
な
る
」

と
い
い
ま
す
が
、
市
民
生
活
上
の
メ
リ

ッ
ト
は
、ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。 

◆
外
国
の
制
度
は
？ 

共
通
番
号
制
を
採
用
し
て
い
る
国

は
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
で
す
。
一
方
で

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
よ
う
に
、
共
通

番
号
制
は
市
民
的
自
由
の
抑
圧
、
国
民

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
危
険

性
、
不
正
利
用
の
危
険
性
を
高
め
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
分
野
別
番
号
を
維
持

し
、
共
通
番
号
を
利
用
し
た
情
報
提
供

を
行
え
る
仕
組
み
は
つ
く
ら
な
い
、
行

わ
な
い
、
廃
止
し
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。 

◆
悪
用
さ
れ
る
危
険
は
？ 

取
得
率
５
％
程
度
の
住
基
カ
ー
ド

で
も
、
不
正
取
得
や
カ
ー
ド
偽
造
、
な

り
す
ま
し
詐
欺
等
の
犯
罪
が
頻
発
し
、

防
止
策
と
い
た
ち
ご
っ
こ
の
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。
危
険
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

◆
国
家
に
す
べ
て
を
管
理
さ
れ
る

の
で
は
？ 

国
民
の
所
得
・
資
産
を
も
ら
さ
ず
把

握
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
徴
税
を
強

化
、
社
会
保
障
を
抑
制
す
る
ね
ら
い
が

み
え
ま
す
。 

警
察
・
公
安
へ
の
情
報
提
供
は
ノ
ー

チ
ェ
ッ
ク
で
す
。 

◆
導
入
・
維
持
に
か
か
る
経
費
は
？ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
初
期

費
用
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
が
約
３
９
０
億

円
だ
っ
た
の
に
対
し
、
番
号
制
で
は
約

３
０
０
０
億
円
、
年
関
経
費
に
約
３
０

０
億
円
、
民
間
事
業
者
の
負
担
を
含
め

る
と
１
兆
円
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
新
た

な
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
・
費
用
負
担
は

中
小
企
業
の
経
営
を
圧
迫
し
ま
す
。 

 

10 月18 日投票 

宮島の歴史的まちなみを保

存、復元継承することを目的と

しています。「伝統的建造物群

保存地区」を市が指定し、保全

計画を定めます。 
文化財保護法による制度で、

全国では 27年 7月 8日現在、
９０市町村 110 地区が指定さ
れています。県内では呉市御手

洗、竹原市竹原地区があります。 

宮
島
の
歴
史
・ 

景
観
守
る 

廿日市市伝統的建造物

群保存地区保存条例 

 

条
例
制
定 

12
月
定
例
会
は
、
12
月
１
日
（火
）開
会
予
定
で
す
。 

 



 
 

■計画調査事業        71万 6千円 
 新税導入検討委員会委員報償費・事務費 
 以前、検討されたものの導入は見送られた、宮島の入島税について、

あらためて検討するための委員会を設けるものです。 
 

■交通安全（防犯）カメラ設置業務委託料 250万円 
ゆめタウンオープンにより交通量が増えたため、交通安全対策とし

て、周辺 4箇所の交差点に防犯カメラを設置するものです。管理費用

も含まれています。「ゆめタウンに費用負担を求めるべきでは」との

質疑に「通勤通学等の交通量もあり、どこまでゆめタウンに求められ

るか明らかでない。（求めない）」と答弁。 
 

■普通河川江尻川災害復旧工事 300万円 
8 月の大雨により、一部護岸が崩壊した江尻川の復旧工事です。 

 
■市長選挙事業        251 万千円 
10 月 18 日執行の市長・市議補欠選挙で、ゆめタウンに期 

日前投票所を設置するための費用です。「他のショッピングセ
ンターとも交渉したが、場所の確保が難しいとのことだった。」
と説明。 
 

■昭北７号線外道路維持工事 2400万円  
ＡＳＴＣアジアトライアスロン大会のコースとなる道路の補修です。 
 
■学校給食施設整備事業   33６万１千円 
   地質調査事業 
大野学校給食センターをＤＢＯ方式（※）で整備するため、建設予

定地の地質調査を行うものです。一般の工事では、設計後、地質調査

をしますが、ＤＢＯ方式のため、設計の前に市が地質調査を行います。 

※ＤＢＯ方式は、設計・建設・管理・運営をまとめて民間事業者に

発注するものです。 
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子どもたちの未来に平和

を手わたしましょう 
 

安
保
法
制
採
決
に
抗
議
す
る

意
見
書
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。 

庄
原
・三
次
市
議
会 

三
次
市
議
会
は
９
月
29
日
、
参
院

で
の
安
保
法
制
採
決
に
抗
議
す
る
意

見
書
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。
三
次
市
は
市
議
13
人
が
中
心
に

な
り
、
「
安
保
法
制
に
反
対
す
る
三

次
議
員
連
」
を
結
成
し
活
動
し
て
い

ま
す
。 

庄
原
市
議
会
で
も
９
月
30
日
、
採

決
強
行
に
抗
議
す
る
意
見
書
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
庄
原
市

で
は
、
７
月
に
市
議
19
人
や
市
民
団

体
が
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
安
保
法
制
庄
原

市
民
の
会
」
を
結
成
、
署
名
な
ど
の

活
動
を
続
け
、
参
院
で
の
採
決
後
は

抗
議
の
座
り
込
み
を
し
て
い
ま
す
。 

 
 

全
国
各
地
で
反
対
集
会
・
デ
モ

が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す 

一般会計補正予算 
主なもの 

地
質
調
査
事
業
費
を
削
除
す

る
修
正
案
が
出
さ
れ
ま
し
た 

Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
前
提
と
し
た

地
質
調
査
は
認
め
ら
れ
な
い
と

し
て
、
地
質
調
査
事
業
費
を
削
除

す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 提
案
理
由
要
旨
山
本
議
員
「
コ
ス

ト
優
先
の
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
で
は
食

育
が
保
証
さ
れ
な
い
可
能
性
が

あ
る
。
直
営
も
検
討
す
べ
き
で
あ

り
、
議
論
が
不
十
分
で
あ
る
。
従

っ
て
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
前
提
と
し

た
地
質
調
査
は
認
め
ら
れ
な
い
」 

修
正
案
は
賛
成
少
数
で
否
決

さ
れ
、
原
案
は
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

修
正
案
に
賛
成 

山
本
・
石
塚
・
徳
原
・
角
田
・
植
木
議
員 

修
正
案
否
決
後
、
原
案
に
反
対 

植
木
・
石
塚
・
角
田
議
員 

反
対
討
論
要
旨 

 

大
崎
議
員
（
公
明
党
）
「
国
会
で
十

分
時
間
を
か
け
て
議
論
を
し
、
与
党

は
粘
り
強
く
審
議
に
応
じ
た
。
国
民

を
最
終
的
に
守
る
の
は
憲
法
学
者

で
は
な
い
。
憲
法
改
正
で
は
な
く
、

解
釈
変
更
に
と
ど
め
た
た
め
、
今
後

は
憲
法
９
条
が
抑
止
力
に
な
る
。
自

衛
隊
の
安
全
確
保
策
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
争
防
止
法
で

あ
る
。」 

角
田
議
員
（
ク
ラ
ブ
進
風
）「
憲
法
学

者
に
は
判
断
の
権
利
は
な
い
。
唯
一

あ
る
の
が
最
高
裁
判
所
で
あ
る
。
日

米
安
保
反
対
の
時
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
の
時

な
ど
、
「
戦
争
法
案
」
と
名
づ
け
て

常
に
国
民
を
だ
ま
し
て
き
た
。
一
国

平
和
主
義
で
は
い
け
な
い
。」 

発
議
者
は
高
橋
み
さ
子
（
成
蹊
会
）
・
植
木
京
子
（
日
本
共
産
党
市
議

団
）
・
小
泉
敏
信
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
）
議
員
で
す
。
高
橋
議
員
が
提
案
説

明
を
し
ま
し
た
。
賛
成
は
発
議
者
の
３
人
と
広
畑
裕
一
郎
（
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
）・
井
上
佐
智
子
（
新
政
ク
ラ
ブ
）・
三
分
一
博
史
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
）

議
員
の
計
６
人
で
し
た
。
賛
成
少
数
で
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。 

安安
全全
保保
障障
関関
連連
法法
のの
廃廃
止止
をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書  

賛
成
少
数
で
不
採
択
に 

賛
成
討
論
要
旨 

 

植
木
議
員 

「
日
本
が
攻
撃
を
う
け
て

い
な
い
の
に
、
米
国
が
お
こ
す
戦
争
に

協
力
し
、
自
衛
隊
が
従
来
は
行
か
な
い

と
さ
れ
て
き
た
戦
闘
地
域
に
ま
で
行

っ
て
軍
事
支
援
を
行
え
る
よ
う
に
な

る
。
憲
法
学
者
の
大
半
、
歴
代
内
閣
法

制
局
長
官
、
元
最
高
裁
判
所
長
官
等
が

指
摘
す
る
よ
う
に
憲
法
違
反
で
あ
る
。

多
く
の
広
範
な
国
民
が
反
対
の
声
を

上
げ
て
い
る
。
日
本
を
再
び
戦
争
す
る

国
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
」 

広
畑
議
員 

「
戦
後
の
日
本
の
安
全
保

障
政
策
を
大
き
く
転
換
す
る
も
の
で

あ
る
。
世
論
調
査
で
も
約
８
割
の
方
が

審
議
不
十
分
と
し
、
６
割
の
方
が
憲
法

違
反
だ
と
し
て
い
る
。
審
議
が
進
む
に

つ
れ
反
対
が
増
え
て
い
る
。
国
民
の
大

多
数
に
理
解
さ
れ
る
安
全
保
障
の
あ

り
方
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。
」 

街
頭
で
訴
え
る
大
畑
美
紀
前
市
議 

憲法 9条は世界への約束 


